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物流現場の効率化に貢献する
ロジスティクスソリューション

中野 浩一｜Nakano Koichi

青木 邦彦｜Aoki Kunihiko

物流センターにおける大きな課題として，短時間に大量の商品を出荷する能力の確保と，これに
相反する現場の人手不足が挙げられる。これらに起因する現場の負担増に対応するため，日立
はIoT，ビッグデータ解析，AIなどを活用したデジタルソリューションに加え，自動搬送型ピッキン
グシステムなどのプロダクツにより物流センターの高度化に取り組んでいる。本稿では，その取り
組みと展望を紹介する。

1. はじめに

物流センターでは，膨大な商品在庫の中から多種多様
な注文に従って商品を出荷する作業を，迅速かつ正確に
処理することが求められている。これらの作業は，受注
確定後に取り掛かるため事前準備を行うことができず，
作業の効率化が求められている。
一部の作業ではマテリアルハンドリング（以下，「マテ
ハン」と記す。）設備を導入することで省力化を進めてい
るが，未だ人手による作業に頼っているものも多い。加
えて作業者不足が加速しており，省人化と作業効率向上
が喫緊の課題となっている1），2），3）。これに対し，現場の
作業データの分析と活用による効率化や，ロボット導入
による省人化が求められており，現場の繁忙対策として
多様なアプローチが研究されている。作業データの活用

とロボット化に加えてIoT（Internet of Things）やAI
（Artifi cial Intelligence）などのデジタルソリューション
を活用することで，個々のセンターを取り巻くサプライ
チェーン全体についても効率化が可能になる。
本稿では，日立が考える物流センターとサプライチェー
ンの全体像，次世代ロジスティクスについて紹介する。

2. 物流センター向けプロダクツ

2.1

自動搬送型ピッキングシステム

従来の物流センターは，入荷作業スペース，保管・ピッ
キングエリア，梱包エリア，出荷作業スペースから構成
されている（図1参照）。また，保管・ピッキングエリア
には，自動倉庫やコンベヤ，ソータなどのマテハン設備
が導入されている。出荷にあたっては，目的の商品を倉
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庫の棚や自動倉庫から集めるピッキング作業が不可欠に
なっている。
一般的なピッキングは，ピッカーと呼ばれる作業者が
帳票リストや端末を見ながら倉庫内を歩いて商品を集品
しているが，この作業の大半は歩行時間であり身体的な
負担も大きく，効率化が難しい部分であった。このピッ
キング作業を効率化するために小型・低床式無人搬送車
「Racrew」を開発し，自動搬送型ピッキングシステムと
することで問題を解決した（図2参照）。Racrewは商品
が保管されている棚を作業者に代わってピッキングス
テーションと呼ばれる作業スペースまで搬送するため，
作業者の歩行時間・移動量を大幅に削減して身体的な負
担を軽減でき，作業者がピッキングに集中できることか
ら従来の方法に対して作業効率を約3倍に向上すること
が可能となった。また，必要な商品情報をDPS（Digital 
Picking System）や端末などの装置に表示することで，
経験の浅い作業者でも一定の作業効率が得られること，
集めた商品の誤り率が大幅に改善されることが利点とし
て挙げられる。

2.2

システム規模拡張への対応

Racrewによるピッキングシステムは，扱う物量により
その規模を決定するが，基本的なシステムは約50台の
Racrewと約10か所のピッキングステーション，前後のコ
ンベヤシステム，自動倉庫と，それらを制御するWCS
（Warehouse Control System）により構成されている。
作業を効率的に処理するため，WCSが出荷の順序，搬送
する棚の順序，ピッキングの順序を制御している。また，

WCSは，物流センター全体を管理するWMS（Warehouse 
Management System）の下で，データ連携しながら運転
している。
大規模なシステムの場合は，上記のシステムを並列に
接続することで対応が可能になっている（図3参照）。

・ 上位システムから入出荷データを受領する。
・ バッチを作成（人手）してWCSに送信する。
・ WMSからバッチを受信してマテハン設備をコントロールする。
・ Racrew内は，搬送順 ・ 棚配置などで部分最適化を実施する。

マテハン設備

Racrew自動倉庫

ソータ

梱包エリア出荷作業
スペース

入荷作業
スペース 保管 ・ ピッキングエリア　

WMS

WCS

図1｜現状の物流センターの構成
物流センターは，保管・ピッキングエリアを中心に，入荷作業スペース，梱包エリア，出荷作業スペースなどから構成される。

注：略語説明
WMS（Warehouse Management System），WCS（Warehouse Control System）

Racrew 保管棚
900幅 1,220

960奥行 1,220

380高さ 2,400

80走行速度 －
500可搬重量

（mm）
（mm）
（mm）
（m/分）
（kg） －

図2｜Racrewと保管棚の外観
Racrewと保管棚の外観（上）と仕様（下）を示す。
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国内では6並列として250台規模のRacrewを自動倉庫，
コンベヤラインと共に運用した事例があり，今後予想さ
れるセンターの大規模化に対しても，柔軟に対応するこ
とが可能である。

2.3

次世代WMSと連携する高度化WCS

WCSには，物流センター内の物流データのほか，
Racrewや自動倉庫の動作情報，端末の操作情報など，現

■構成要素
自動搬送式ピッキングシステム

Racrew 50台
充電装置 10組
保管棚 200棚
ピッキングステーション 10か所
アクセスポイント 3か所
安全柵 1式
運行制御システム 1式

基本システムを
基にN倍で設計

基本システムで
構成

運行制御システム
（WCS）

Racrew

API

WMS

統合WCS
（運行制御システム）

保管棚

安全柵

アクセスポイント
（無線LAN基地局）

ピッキング
ステーション

基本
システム

基本
システム

・ 大規模な場合
（例 ： マザー物流センター）

・ 小規模な場合
（例 ： サテライト物流センター）

Racrew基本システム

基本システム
基準エリアと拡張エリアを
統合した運行制御を実現

基本システム適用イメージ

エリア ・
構成要素
の拡張

Racrew棚保管エリア

エリア ・
構成要素
の拡張

エリア ・
構成要素
の拡張

図3｜基本システムとシステムの拡張
Racrew約50台，約10か所のピッキングステーションを基本システムとして，これを並列接続することで大規模システムにも対応している。

注：略語説明
API（Application Programming Interface），LAN（Local Area Network）

Labor Management
人の計画 人の能力
人の管理 作業実績

新商品

OT実績
データベース

入荷情報設備情報作業情報出荷情報

消費動向
天候 店舗在庫

物流予測エンジン

人員 ・ 棚 ・ 商品の配置最適化

分析／最適化
レイヤー

次世代WMS

高度化WCS

操作情報 Racrew ロボット

現場見える化

センター見える化

経営ダッシュボード

マーケティング情報
販売計画 ･ 実績
顧客情報

ビッグデータ解析　×　人工知能（AI）

OT/IT
レイヤー

オペレーション
レイヤー

物流センター２
物流センター1

リソース計画最適化 ・ 作業スケジュール最適化

図4｜次世代WMSと高度化WCSの連携
物流センター内のあらゆる物流情報，操作情報をデータベース化し，現場を見える化する。また，次世代WMSとデータ連携し，ビッグデータ解析・AIなどのデジタル
ソリューションを活用することで，リソース計画・作業スケジュールの最適化，センターの最適化が行える。

注：略語説明
DB（Database），AI（Artifi cial Intelligence），OT（Operational Technology）
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場のOT（Operational Technology）データが集まってく
る。これらを収集してデータベース化することでその付
加価値が高まる。WCSが扱う現場の戦術的なデータを
WMSに送り，物流センター全体に関する戦略的なデー
タを加味して評価することで，センターの最適化計画な
どへの活用が可能になる。日立が提供するAIソリュー
ションを活用することで，従来は経験者のノウハウに
頼っていたイベントや季節に応じた物量変動の予測と配
置の検討などが可能になると考えられる。さらに，各地
の物流センターのデータを集め，ビッグデータ解析ソ
リューションを活用して経営戦略レベルのダッシュボー
ドを実現し，各拠点をつないだSCM（Supply Chain 
Management）への戦略的アプローチも可能になると考
えられる（図4参照）。
これらを視野に入れて，現在，上位連携に対応できる
WCSとデータベースの構築を進めており，時々刻々と変
化する現場の状況の把握や，課題の抽出，上位システム
とのデータ連携で付加価値の高いシステムを提供してい
く。

2.4

ダッシュボードによる現場の見える化

WCSが扱う現場のOTデータを分析することで，現場
の作業効率改善や各マテハン機器のメンテナンス作業に
対して戦術的なアプローチが可能になってくる。日立で

は現在，これらのデータを集計してダッシュボードに表
示することで現場の見える化をめざしている。データ
ベースに蓄積されるマテハン機器の動作や作業者の操作
に関するデータを集計して現場の管理者，作業者に対し
見える化することで，日々の作業の進捗状況を把握し，
作業の優先度や人員配置の見直しがダイナミックにでき
るようになる。これらのデータを突き合わせて検討する
ことで，現場の運用改善にも効果を発揮する。機器の運
転データから，計画的なメンテナンスの実施も可能にな
る（図5参照）。

3. 次世代ロジスティクス

前述のとおり，昨今の労働人口減少の問題は，物流セ
ンターにおいても作業者不足の形で影響を与えている。
従来，人が行っていた作業をロボットに置き換えて省人
化を図るアプローチは，日立においても研究が続けられ
ており，ピッキング作業に関してもロボットが商品を
ピッキングする方式の開発が続けられている。
現場の物流センターにおいては，ピッキング作業の前
後の工程にも省力化すべき課題がある。例えば，前工程
では需要動向に応じた商品の入替作業や配置換え，後工
程ではピッキングの完了した商品の発送先ごとの集約，
検品・梱包・出荷作業への搬送の自動化などが挙げられ

・ 通過実績
・ 順建て装置の
空き棚数
・ 設備の状態，
設備能力
（正常，異常，
切り離し）など

・ 作業者在籍
・ 生産性 など

物量
設備
要員
時間

時間帯別
工程別
エリア別

実績
データベース

（1）稼働終了時刻予測
・ 稼働状況と合わせて稼働終了予測時間を算出

（2）進捗状況をリアルタイムに表示
・ 作業者の配置換え（応援）などのシミュレーション
が可能

（3）設備稼働状況をWMS側に見える化
・ WMSで計画しているバッチ組みの自動化が可能

「見える化」による効果

ダッシュボード

WMS

WCS

デジタル マテハン

図5｜ダッシュボードによる現場の見える化
現在の現場の状態を見える化することで作業の進捗状況を把握し，作業の優先度や人員配置の見直しがダイナミックにできるようになる。
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る。現在のマテハン機器では，自動倉庫を利用した発送
先ごとの商品の集約，コンベヤやソータを使った搬送が
行えるが，これらのシステムでは設備自体が大きくなり，
将来のライン変更などに対応する柔軟性が低くなってし
まう。日立では，前工程における商品の入れ替えや，後
工程における工程間搬送についても，Racrewの活用を検
討している。Racrewを使うことで，ライン変更に対する
柔軟性の高いシステムを提供し，これらとロボットを組
み合わせることによって，将来的には省人化物流セン
ターの実現をめざしている（図6参照）。

4. おわりに

本稿では，物流センターの高度化に対する日立のソ
リューション，プロダクツに関する取り組みと今後の展
望を紹介した。
物流は社会インフラとしてその重要度がますます高
まっている。処理能力が高く省人化の進んだ物流セン
ターの構築に向けて，日立の総合力を集結し，顧客との
協創を通じて課題解決を進めていく。
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ロボット化Racrew

自動倉庫

ピッキングの前後工程にもRacrewを活用

入荷作業
スペース

出荷作業
スペース 梱包エリア

保管 ・ ピッキングエリア

図6｜将来の物流センターの構成
ピッキングシステムを中心に，前後工程の搬送にRacrewを活用するべく検討を進めている。さらに，ロボットを組み合わせて将来的な物流センターの構築をめざす。
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